
透明コンクリート片はく落防止工法

「ボンド KEEPメンテ工法 VMクリア」は、コンクリート表面に
透明なポリウレアウレタンを被覆することによりコンクリート
片のはく落を防止する工法です。

透明で耐候性に優れた材料を用いることにより、下地の劣化
状況を容易に確認することができます。速乾性プライマーを
使用するため、標準2工程、最短1日施工が可能です。

●NETIS登録番号：KT-210065-A

■特　長 ●透明で、耐候性に優れていますので、下地の劣化状況を容易に確認することができます。
●施工環境温度域が-5℃～40℃と広く、季節ごとの材料の切り替えが不要です。
●速乾性プライマーを使用するため、標準2工程で、最短1日施工（5℃以上）が可能です。
●ネットはり付けが不要なため、複雑な形状への施工も容易です。
●仕上げ材は硬化が速いため、施工後の降雨、結露に対し抵抗性が期待できます。
●仕上げ材の塗膜は、強靭で柔軟性を有していますので、ひび割れ追従性に優れます。
●専用カラートナーで着色することが可能です。（日本塗料工業会色票番号N-75）

■用　途 ●コンクリート片はく落防止工事

■使用方法

●標準施工仕様

工　程 使 用 材 料
標準塗布量（kg/㎡）

施工方法 次工程までの間隔
（23℃）標準施工仕様 簡易施工仕様

プライマー工 ボンド VMクリア プライマー 0.12 ローラー・ハケ 1時間～5日
仕上げ工 ボンド VMクリア 1.0 0.6 コテ・ヘラ －
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はく落コンクリート片
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① プライマー：0.12kg/m2

② 仕上げ材：（ポリウレアウレタン） 
1.0kg/m2（標準施工仕様） 
0.6kg/m2（簡易施工仕様）

●施工方法
下地処理 コンクリート表面を研磨清掃し、劣化部を除去した後、表面を平滑にする。

（ひび割れ、断面欠損は別途補修が必要）
↓

プライマー工 下地が乾燥していること（含水率8％以下、ケット科学研究所製：ココ-HI500型又は520型）を確認
した後、「ボンド VMクリア プライマー」をローラーなどで均一に塗布する（塗布量：0.12kg/m2）。
（次工程までの間隔（23℃）：1時間～5日）

↓

仕上げ工 指触硬化を確認した後、「ボンド VMクリア」をコテなどで塗布する
（塗布量：標準施工仕様 1.0kg/m2、簡易施工仕様 0.6kg/m2）。
着色する場合は、「ボンド VMクリア」1セットにつき専用カラートナー（160g）を1個添加してください。

※各温度での次工程までの間隔は施工要領書をご参照ください。

2018.05. -SK
2021.03. -SK
2021.11. -SK

EコH34-03

国際単位系（SI）による数値の換算は、1kgf=9.8N、1cP=1mPa･s、1kgf･cm=9.8×10-2J、1MPa=1N/mm2です。
1N/mm2は約10.2kgf/cm2に相当します。
本資料の技術情報、標準処方例は当社の試験、研究に基づいたもので、信頼しうるものと考えますが、記載の諸性能および諸特性などは、材料や使用条件などにより本資料
と異なる結果を生ずることがあります。実際の諸性能、諸特性などについては、ご需要家各位で試験、研究ならびに検討の上、ご使用いただきますようお願いいたします。

試験結果（測定値例）
試験方法

標準施工仕様 簡易施工仕様
押抜き強度（kN） 1.8 1.4 JSCE-K533

コンクリートとの
付着性

標準養生後（N/mm2） 2.5 2.7

JIS K 6909
促進耐候性試験後（N/mm2） 2.2 2.4
温冷繰り返し試験後（N/mm2） 1.1 1.1
耐アルカリ性試験後（N/mm2） 2.6 2.1

塗膜の健全性

標準養生後 塗膜は均一で流れ・むら・ふ
くれ・われ・はがれを認めない

塗膜は均一で流れ・むら・ふ
くれ・われ・はがれを認めない

JSCE-K511
促進耐候性試験後 白亜化はなく、塗膜にふく

れ・われ・はがれを認めない
白亜化はなく、塗膜にふく
れ・われ・はがれを認めない

温冷繰り返し試験後 塗膜にふくれ・われ・はがれ
を認めない

塗膜にふくれ・われ・はがれ
を認めない

JIS A 6909
耐アルカリ性試験後 塗膜にふくれ・われ・はがれ

を認めない
塗膜にふくれ・われ・はがれ
を認めない

耐湿試験後 10日間で塗膜にふくれ・わ
れ・はがれを認めない

10日間で塗膜にふくれ・わ
れ・はがれを認めない JIS K 5600

ひび割れ追従性
標準養生後（常温時）（mm） 0.5 －

JSCE-K532標準養生後（低温時）（mm） 0.7 －
促進耐候性後（常温時）（mm） 1.1 －

水蒸気透過性（mg/cm2・日） 0.42 － JIS A 1171

背面水圧抵抗性 0.3MPaの背面水圧を１年間
かけ、破れや水漏れがない － 自社法

延焼性
消炎時間（秒） 0 －

JHS 738
延焼範囲　上端方向（mm） 450 －

■技術データ

※使用材料の安全性について、より詳細な情報はSDSをお読みください。
※ 本品は使用方法・使用条件によって本来の性能を発揮できない場合があります。事前に目的の用途に適合するか
必ず確認の上、ご使用ください。

※ 本品は改良のため性状、性能を変更する場合があります。予めご了承くださいますようお願いいたします。 
（記載の性状などは2021年11月現在のものです。不明の点はお問い合わせ願います。）
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